
びほく統括本部
農業振興計画

　産地化され、びほく地域の「顔」となっている作物のさらなる推進を図ります。

びほくfam隊

 １．取組方針

　地域農業における担い手不足、生産者の高齢化、耕作放棄地の拡大、鳥獣被害といった課題に対

応し、「持続可能な農業」を実現するため、安全・安心で安定的に供給できる産地づくりと、消費者や

実需者ニーズに対応した「農業生産の拡大」に取り組み、多様な販路の拡大や契約取引の拡大、関

連企業との連携を進め、農畜産物の有利販売を実現し「農業者の所得増大」と「農地の保全」をめざ

します。

　また、新規就農者の受入体制や集落営農の組織化・法人化、農業経営管理の支援、農作業支援

体制の整備による担い手育成・確保と、経営体の高度なニーズに対応する営農指導体制の強化をめ

ざします。

　米麦、広域重点振興品目、地域振興品目、新規作物等の推進を通じて、JAの販売品取扱高の目
標を設定し、生産農家の農業所得の増大を図ります。

 ２．農畜産物の生産振興

１）米集荷目標

１）－１　里海米

３）広域重点振興品目（種）の生産・販売目標

２）麦・大豆集荷目標　

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
あきたこまち
コ シ ヒ カ リ
ひとめ ぼ れ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
その他うるち
も　　　　ち
多 収 品 種
合　　　　計
（うち買取）

6,300.0
34,000.0
2,700.0
1,350.0
140.0
200.0
640.0

－
45,330.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,500.0
1,500.0
150.0
100.0
700.0
500.0

46,950.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,300.0
1,700.0
150.0
100.0
700.0
600.0

47,050.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,000.0
2,000.0
150.0
100.0
700.0
800.0

47,250.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
1,700.0
2,300.0
150.0
100.0
700.0
900.0

47,350.0
18,000.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
コシヒカリ
合 　 計

820.0
820.0

800.0
800.0

800.0
800.0

800.0
800.0

800.0
800.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
黒 大 豆
合 　 計

65
65

80
80

85
85

95
95

100
100

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ピオーネ

シャイ ン
マスカット

オーロラ
ブ ラック

モ      モ

ト マ ト

アスパラガス

合 　 計

120.0
1,144
19.1
228
3.2
26
12.0
58
12.5
426
3.1
11

169.9
1,893

121.0
1,150
21.0
235
3.2
30
12.1
75
12.8
435
3.4
14

173.5
1,939

122.0
1,200
23.0
240
3.3
30
12.2
80
13.0
470
3.8
15

177.3
2,035

123.0
1,210
24.0
250
3.3
30
12.3
80
13.2
475
4.0
16

179.8
2,061

125.0
1,220
25.0
280
3.5
30
12.5
80
13.5
480
4.2
17

183.7
2,107

（単位：俵）

（単位：俵）

（単位：ｔ）

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）
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びほく統括本部
農業振興計画

　産地化され、びほく地域の「顔」となっている作物のさらなる推進を図ります。

びほくfam隊

 １．取組方針

　地域農業における担い手不足、生産者の高齢化、耕作放棄地の拡大、鳥獣被害といった課題に対

応し、「持続可能な農業」を実現するため、安全・安心で安定的に供給できる産地づくりと、消費者や

実需者ニーズに対応した「農業生産の拡大」に取り組み、多様な販路の拡大や契約取引の拡大、関

連企業との連携を進め、農畜産物の有利販売を実現し「農業者の所得増大」と「農地の保全」をめざ

します。

　また、新規就農者の受入体制や集落営農の組織化・法人化、農業経営管理の支援、農作業支援

体制の整備による担い手育成・確保と、経営体の高度なニーズに対応する営農指導体制の強化をめ

ざします。

　米麦、広域重点振興品目、地域振興品目、新規作物等の推進を通じて、JAの販売品取扱高の目
標を設定し、生産農家の農業所得の増大を図ります。

 ２．農畜産物の生産振興

１）米集荷目標

１）－１　里海米

３）広域重点振興品目（種）の生産・販売目標

２）麦・大豆集荷目標　

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
あきたこまち
コ シ ヒ カ リ
ひとめ ぼ れ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
その他うるち
も　　　　ち
多 収 品 種
合　　　　計
（うち買取）

6,300.0
34,000.0
2,700.0
1,350.0
140.0
200.0
640.0

－
45,330.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,500.0
1,500.0
150.0
100.0
700.0
500.0

46,950.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,300.0
1,700.0
150.0
100.0
700.0
600.0

47,050.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
2,000.0
2,000.0
150.0
100.0
700.0
800.0

47,250.0
18,000.0

6,500.0
35,000.0
1,700.0
2,300.0
150.0
100.0
700.0
900.0

47,350.0
18,000.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
コシヒカリ
合 　 計

820.0
820.0

800.0
800.0

800.0
800.0

800.0
800.0

800.0
800.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
黒 大 豆
合 　 計

65
65

80
80

85
85

95
95

100
100

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ピオーネ

シャイ ン
マスカット

オーロラ
ブ ラック

モ      モ

ト マ ト

アスパラガス

合 　 計

120.0
1,144
19.1
228
3.2
26
12.0
58
12.5
426
3.1
11

169.9
1,893

121.0
1,150
21.0
235
3.2
30
12.1
75
12.8
435
3.4
14

173.5
1,939

122.0
1,200
23.0
240
3.3
30
12.2
80
13.0
470
3.8
15

177.3
2,035

123.0
1,210
24.0
250
3.3
30
12.3
80
13.2
475
4.0
16

179.8
2,061

125.0
1,220
25.0
280
3.5
30
12.5
80
13.5
480
4.2
17

183.7
2,107

（単位：俵）

（単位：俵）

（単位：ｔ）

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）
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　地域振興品目の設定を行い、地域の特色を活かした農産物の生産振興を図ります。 　担い手の意向や行政の奨励等を踏まえた産地化をめざし、新規に導入を推進する作物の振興を
図ります。

　全農と連携のもとに、加工業務用の契約栽培に取り組みます。

びほく統括本部

　農産物直売所は季節に応じた多品目の農産物の生産が求められ、出荷会員の増加と併せて計画
的な農産物の生産を拡大します。

４）地域振興品目の生産・販売目標

６）加工業務用の販売推進目標

５）新規作物の導入推進目標

７）JA農産物直売所を通じた農産物の生産振興

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

小  豆

ダルマササゲ

キ ュウリ

ナ ス
（契約以外）

一寸そら豆

ハクサイ
（契約以外）

シュンギク

ミニトマト

シャクヤク

フォックス
フェイ ス

花トウガラシ

合 　 計

20.0
10
0.5
1
2.0
45
0.4
9
2.0
10
1.8
17
1.0
14
1.0
28
2.4
5
0.4
4
0.2
2

31.7
145

20.0
10
1.0
2
2.3
48
0.5
11
2.2
11
2.0
18
1.3
22
1.2
32
2.4
5
0.4
4
0.2
2

33.5
165

22.0
11
1.0
2
2.4
49
0.6
13
2.4
12
2.1
18
1.6
23
1.2
32
2.5
5
0.5
4
0.2
2

36.5
171

22.0
11
1.5
3
2.5
50
0.7
14
2.6
13
2.2
18
1.6
23
1.3
33
2.5
5
0.5
4
0.3
3

37.7
177

22.0
11
2.0
4
2.5
50
0.7
14
2.6
13
2.2
18
1.3
23
1.3
33
2.5
5
0.5
4
0.3
3

38.2
178

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
ト レ ビ ス
スナップエンドウ
サ ト イ モ
リ ン ド ウ
合 　 計

0.1
0.8
0.3
0.1
1.3

0.2
1.0
0.4
0.1
1.7

0.4
1.2
0.5
0.2
2.3

0.5
1.3
0.6
0.2
2.6

0.5
1.4
0.7
0.2
2.8

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
契 約 ナ ス
契約ハクサイ
加工タマネギ
合 　 計

11
2
2
15

12
3
2
17

13
4
2
19

14
4
3
21

15
5
3
23

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度直 売 所 名

グ リ ー ン
セ ン タ ー

神 楽 の 里

かよう青空市

コスモスの里

合 　 計

115
358
60
327
73
360
37
364
285
1,409

120
360
70
330
76
365
40
370
306
1,425

123
370
72
335
76
370
40
375
311
1,450

125
375
75
340
78
375
40
380
318
1,470

130
380
80
350
80
380
40
385
330
1,495

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

（単位：生産面積  ha）

（単位：販売高 百万円）

（単位：上段 販売高　百万円、下段 会員数　名）
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　地域振興品目の設定を行い、地域の特色を活かした農産物の生産振興を図ります。 　担い手の意向や行政の奨励等を踏まえた産地化をめざし、新規に導入を推進する作物の振興を
図ります。

　全農と連携のもとに、加工業務用の契約栽培に取り組みます。

びほく統括本部

　農産物直売所は季節に応じた多品目の農産物の生産が求められ、出荷会員の増加と併せて計画
的な農産物の生産を拡大します。

４）地域振興品目の生産・販売目標

６）加工業務用の販売推進目標

５）新規作物の導入推進目標

７）JA農産物直売所を通じた農産物の生産振興

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

小  豆

ダルマササゲ

キ ュウリ

ナ ス
（契約以外）

一寸そら豆

ハクサイ
（契約以外）

シュンギク

ミニトマト

シャクヤク

フォックス
フェイ ス

花トウガラシ

合 　 計

20.0
10
0.5
1
2.0
45
0.4
9
2.0
10
1.8
17
1.0
14
1.0
28
2.4
5
0.4
4
0.2
2

31.7
145

20.0
10
1.0
2
2.3
48
0.5
11
2.2
11
2.0
18
1.3
22
1.2
32
2.4
5
0.4
4
0.2
2

33.5
165

22.0
11
1.0
2
2.4
49
0.6
13
2.4
12
2.1
18
1.6
23
1.2
32
2.5
5
0.5
4
0.2
2

36.5
171

22.0
11
1.5
3
2.5
50
0.7
14
2.6
13
2.2
18
1.6
23
1.3
33
2.5
5
0.5
4
0.3
3

37.7
177

22.0
11
2.0
4
2.5
50
0.7
14
2.6
13
2.2
18
1.3
23
1.3
33
2.5
5
0.5
4
0.3
3

38.2
178

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
ト レ ビ ス
スナップエンドウ
サ ト イ モ
リ ン ド ウ
合 　 計

0.1
0.8
0.3
0.1
1.3

0.2
1.0
0.4
0.1
1.7

0.4
1.2
0.5
0.2
2.3

0.5
1.3
0.6
0.2
2.6

0.5
1.4
0.7
0.2
2.8

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
契 約 ナ ス
契約ハクサイ
加工タマネギ
合 　 計

11
2
2
15

12
3
2
17

13
4
2
19

14
4
3
21

15
5
3
23

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度直 売 所 名

グ リ ー ン
セ ン タ ー

神 楽 の 里

かよう青空市

コスモスの里

合 　 計

115
358
60
327
73
360
37
364
285
1,409

120
360
70
330
76
365
40
370
306
1,425

123
370
72
335
76
370
40
375
311
1,450

125
375
75
340
78
375
40
380
318
1,470

130
380
80
350
80
380
40
385
330
1,495

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

（単位：生産面積  ha）

（単位：販売高 百万円）

（単位：上段 販売高　百万円、下段 会員数　名）
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　肉用牛は地域ブランド牛の産地維持、素牛は優良子牛の安定生産を図ります。

８）畜産物の生産・販売目標

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度畜 　 種

肉 用 牛

子 　 牛

素 　 牛

養 　 豚

合 　 計

245
312
455
360
250
94

2,548
89

3,498
855

265
322
475
362
200
81

2,030
71

2,970
836

275
358
490
375
200
50

1,750
61

2,715
844

300
375
500
380
200
50

1,750
61

2,750
866

300
375
500
380
200
50

1,750
61

2,750
866

びほく統括本部

　農畜産物の生産維持・拡大を図るため、担い手・新規就農者の育成を、県及び市町村と連携によ
り取り進みます。

 ３．担い手・新規就農者の育成

　重点振興品目の作付推進、新規作物の導入等による多角化により、集落営農の組織化、法人化を

図ります。

１）担い手経営体への対応

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
認定農業者
集落営農組織
集落営農法人
合 　 計

311
32
22
365

320
32
23
375

325
32
24
381

328
32
25
385

330
32
26
388

　研修受入農家、空き農地・施設の活用により、新規就農者の受入れを実施します。

2）新規就農者への対応

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
新規就農者
合 　 計

15
15

5
5

5
5

5
5

5
5

 ４．生産者組織

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
30
2
8
17
358
13
53
31
40
91
10
9
20
28
40
4
4
31
68
35
312
17
66
47
6
34
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
JAびほくお茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
ナシ生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

本 店

54
9
3
9

625
85
72
72
44
37
22
332
868

和牛生産部会
肥育牛部会
養豚部会
酪農部会
ぶどう生産部会
桃部会
トマト部会
花木生産部会
夢大納言小豆生産部会
青壮年部
契約野菜部会
担い手協議会
女性部（フレッシュミズ含む）

（単位：上段頭数　頭、下段販売高　百万円）

（単位：経営体）

（単位：経営体）

※単年度の経営体数です。

（単位：名）
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　肉用牛は地域ブランド牛の産地維持、素牛は優良子牛の安定生産を図ります。

８）畜産物の生産・販売目標

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度畜 　 種

肉 用 牛

子 　 牛

素 　 牛

養 　 豚

合 　 計

245
312
455
360
250
94

2,548
89

3,498
855

265
322
475
362
200
81

2,030
71

2,970
836

275
358
490
375
200
50

1,750
61

2,715
844

300
375
500
380
200
50

1,750
61

2,750
866

300
375
500
380
200
50

1,750
61

2,750
866

びほく統括本部

　農畜産物の生産維持・拡大を図るため、担い手・新規就農者の育成を、県及び市町村と連携によ
り取り進みます。

 ３．担い手・新規就農者の育成

　重点振興品目の作付推進、新規作物の導入等による多角化により、集落営農の組織化、法人化を

図ります。

１）担い手経営体への対応

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
認定農業者
集落営農組織
集落営農法人
合 　 計

311
32
22
365

320
32
23
375

325
32
24
381

328
32
25
385

330
32
26
388

　研修受入農家、空き農地・施設の活用により、新規就農者の受入れを実施します。

2）新規就農者への対応

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
新規就農者
合 　 計

15
15

5
5

5
5

5
5

5
5

 ４．生産者組織

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
30
2
8
17
358
13
53
31
40
91
10
9
20
28
40
4
4
31
68
35
312
17
66
47
6
34
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
JAびほくお茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
ナシ生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

本 店

54
9
3
9

625
85
72
72
44
37
22
332
868

和牛生産部会
肥育牛部会
養豚部会
酪農部会
ぶどう生産部会
桃部会
トマト部会
花木生産部会
夢大納言小豆生産部会
青壮年部
契約野菜部会
担い手協議会
女性部（フレッシュミズ含む）

（単位：上段頭数　頭、下段販売高　百万円）

（単位：経営体）

（単位：経営体）

※単年度の経営体数です。

（単位：名）

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

び
ほ
く
統
括
本
部

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

び
ほ
く
統
括
本
部

─ 62 ─



びほく統括本部

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考
34
25
37
45
15
8

315
60

農事組合法人　ひら田営農
高妻営農組合
上水田南部営農組合
英賀集団営農組合
境営農組合
笹原営農組合
コスモスの里出荷者協議会
担い手協議会　北房支部

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

備中総合
センター

賀陽総合
センター

北房総合
センター

90
6
25
10
30
60
20
133
171
9
54
339
59
7

180
6３
65
5
5
6
13
25
45
30
10
25
11
29

ぶどう生産部会　備中支部
営農支援センター
緑農会
農事組合法人　西山維進会
農事組合法人　平川北都営農組合
担い手協議会　備中支部
備中農業青色申告会
ぶどう生産部会　賀陽支部
賀陽小豆・大豆生産部会
賀陽ナス部会
青申協議会
かよう青空市出荷者協議会
担い手協議会　賀陽支部
北房酪農部会
北房大豆・小豆組合
ぶどう生産部会　北房支部
北房野菜生産組合
北房梨部会
北房椎茸生産部会
北房柿部会
北房集落営農連絡協議会
藤田清常営農組合
平田工区営農組合
農事組合法人　蟹川
岩木営農組合
農事組合法人　上合地
三谷営農組合
井尾営農組合

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
32
10
4
17
356
13
51
31
84
91
10
9
25
29
41
4
4
31
68
35
307
15
66
47
6
34
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
お茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
なし生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
32
10
4
17
356
13
51
31
84
91
10
9
25
29
41
4
4
31
68
35
307
15
68
34
6
33
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
お茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
なし生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

新見統括本部
農業振興計画

　管内は、夏期冷涼な気象条件や変化に富んだ地形と長年にわたり培われた卓越した農業技術を
活かして、県下有数の産地であるピオーネ、モモ、夏秋トマト、リンドウの園芸作物をはじめ、ふれあ

い市場、水稲、肉用牛等多様な農業が展開されています。

　米麦、広域重点振興品目、地域振興品目等の推進を通じて、JAの販売品取扱高の目標を設定し、

生産農家の農業所得の増大を図ります。

 ２．農畜産物の生産振興

１）米集荷目標

 １．取組方針

　管内は、中山間地域に属しており、農業就業者の減少、高齢化、担い手不足により、耕作放棄地の

増加等、農業生産基盤の弱体化がますます進み、大きな課題となっています。このような状況を踏ま

え、「持続可能な地域農業の実現を目指して」主要品目のさらなるブランド化、産地規模の維持・拡大

と集落営農・担い手との連携により、JA自ら農業経営に参画し、水田営農の効率化、農地の維持等

により地域の活性化を目指します。

　また、経営規模・経営形態に応じた営農の取り組みを進め、農業者の所得増大・農業産地の拡大

の実現に向けて組合員の方 と々共に取り組んでまいります。

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 種・銘 柄
あきたこまち
コ シ ヒ カ リ
き ぬ む す め
そ の 他
多 収 品 種
合 　 計
（うち買取）

12,284.0
30,301.5
5,849.0
6,559.0

54,993.5
3,874.0

14,000.0
32,000.0
7,000.0
6,740.0
260.0

60,000.0
5,000.0

14,000.0
32,000.0
7,000.0
6,730.0
270.0

60,000.0
5,000.0

14,000.0
32,000.0
7,000.0
6,720.0
280.0

60,000.0
5,000.0

14,000.0
32,000.0
7,000.0
6,720.0
280.0

60,000.0
5,000.0

（単位：俵）

平成31年3月末現在
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